
臨時会・定例会のあらまし
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7月31日、8月1日にきぼーるのアトリウムや子ども交流館で開催された「こどもの力
ちから

フォーラム」のこどもたちだけで街を作り、「しごと」を遊ぶイベントの様子です。職業
体験を通じ、楽しみながら社会の仕組みを学んでいました。

平成21年第1回臨時会が、5月1日に開かれ、
市長の退職について同意しました。

平成21年第2回臨時会が、5月28日、29日
に開かれ、市長提出議案4件、議員提出議案
2件（決議1件）について審議し、千葉市建築
関係手数料条例の一部改正など5件について
は、全会一致により、千葉市職員の給与に関
する条例及び特別職の職員の給与並びに旅費
及び費用弁償に関する条例の一部改正につい
ては賛成多数で可決・承認しました｡

平成21年第2回定例会が、6月29日から7月
16日までの18日間の日程で開かれました｡

この定例会では、議長･副議長、各常任委
員会委員などが選ばれ、新しい議会の構成が
決まりました。

また、市長提出議案16件、議員提出議案5
件(意見書4件)を審議し、討論(賛成=民主党
千葉市議会議員団、反対=市民ネットワーク、
日本共産党千葉市議会議員団)が行われ、千
葉市地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部改正など5件について
は、賛成多数により、平成21年度千葉市一
般会計補正予算など14件については、全会
一致により、原案どおり可決･承認･同意しま
した。一方、千葉市父子家庭等支援手当支給
条例の制定については、賛成少数により否決。
特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償
に関する条例の一部改正については、継続審
査となりました｡

さらに、21人の議員が市政に関する一般
質問を行いました｡

なお、第2回定例会の初日に熊谷俊人新市
長による所信表明が行われ、約200人の方が
傍聴されました。
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取
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取
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。
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援
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か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

臨時会とは
条例で決められた年４回行う定例会とは別に、
臨時的あるいは緊急の必要がある場合に、特定
の事件に限り、これを審議するため随時招集さ
れる議会のことをいいます。
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こどものまちのパン屋さん

こどものまちのメガネ屋さん

未来を担うこどもたちの「こどもの力
ちから

フォーラム」
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監査委員
米持 克彦    三瓶 輝枝

農業委員会委員
山田 京子    黒宮    昇
石井 茂隆    布施 貴良

千葉県後期高齢者医療
広域連合議会議員

小梛 輝信

自　民：自由民主党千葉市議会議員団
民　主：民主党千葉市議会議員団
共　産：日本共産党千葉市議会議員団

公　明：公明党千葉市議会議員団
ネット：市民ネットワーク
新　政：新政ちば　　　無：無所属

総合計画、財政、行政改革、市民協働、防災、地域安全、国際交流などに
ついて審査します。

保健医療、子ども・高齢者・障害者の福祉、下水道などについて審査します。

経済振興、農業、教育、生涯学習などについて審査します。環境保全、ごみ、道路、水道などについて審査します。

街づくり、公園、住宅、救急、消防などについて審査します。

委員長　小 関  寿 幸 　　　　副委員長　三 須  和 夫

臨海部の開発整備や、中心市街地の活性化などについて、調査・協議します。

富 田　 和 男
川 村　 博 章
木 村　 正 信

小 西 由 希 子
福 永　　 洋

白 鳥　　 誠
米 持　 克 彦
市 原　　 弘

酒 井 伸 二
福 谷 章 子
石 井 茂 隆

松 坂 吉 則
黒 宮　　 昇
茂 手 木 直 忠

盛 田 眞 弓
常 賀 か づ 子

佐 々 木 友 樹
山 浦　　 衛
糸 日 谷 義 男

委員長　石 橋 　 毅 　　　　副委員長　高 橋  秀 樹

大都市に対応する税財政制度や地方分権などについて、調査・協議します。

山 田 京 子
宇留間 又衛門
三 瓶 輝 枝

白 鳥　　 誠
中 村 公 江
宍 倉 清 藏

川 村 博 章
三 須 和 夫

長 谷 川 弘 美
近 藤 千 鶴 子
野 本 信 正

委員長　小 川  智 之 　　　　副委員長　川 岸  俊 洋

議事の日程や議案、意見書、請願、陳情などの取扱いなど、議会の運営に
関することを協議します。
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　 田　 幸 一

総務委員会（定数11人） 保健下水委員会（定数11人）

環境建設委員会（定数10人） 経済教育委員会（定数11人　欠員１人）

都市消防委員会（定数11人）

都市活性化対策調査特別委員会（定数13人）

大都市税財政制度・地方分権調査特別委員会（定数13人）

議会運営委員会（定数13人）

市議会の新しい構成決まる 議長　小梛 輝信 副議長　上村井真知子
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副委員長委 員 長

議員等による寄附の禁止について

会派等構成議員定数54人　現員53人 （平成21年8月11日現在）

平成20年度に各会派および議員に交付された政務調査費の収支報告書、
領収書などの写しの閲覧を行っています。

収支報告書、領収書などの写しの閲覧は、どなたでもできます。
・閲覧時間
　午前９時～午後５時（土曜、日曜、祝休日を除く）
・問い合わせ先
　議会事務局総務課　043-245-5465

政務調査費の収支報告書などが閲覧できます

永年勤続議員表彰

感謝状の伝達

永年にわたり市政の振興に努められた功績により、全国市議会議長会から
次の議員が表彰され、5月28日の本会議場において表彰状が伝達されました。

○議員や後援会がお祭りや地域・学校の運動会などの諸行事に寄附や
差し入れをすること

○議員や後援会がお中元やお歳暮を贈ること
○議員本人が出席しない場合に結婚祝や香典を出すこと
○葬式などに生花や花輪を贈ること
○市民や団体が議員等に寄附などを求めること

一般質問

●本市財政の課題と情報発信のあ
り方について

●ガラス張りの市政について
●福祉と暮らし優先の市政について
●区役所の機能、権限の強化につ

いて
●夢はぐくむちば子どもプラン後

期計画について
●市長の基本姿勢とマニフェスト

について
●長沼原町の不発弾処理における

取付道路の設置について
●保育について
●歳入改善とコストの「見える化」

について
●千葉市の七不思議について
●社会福祉協議会について

●法的位置づけのない福祉的施設
について

●待機児童対策と幼保児童間の補
助格差是正について

●女性の健康支援・がん対策につい
て

●災害時要援護者避難支援プラン
について

●市長の公約の達成に向けての課
題について

●地球温暖化防止対策について
●平和行政と平和教育について
●ポイント制度による介護支援ボ

ランティア活動について
●東京へのアクセス・高速バスにつ

いて
●鶴岡前市長の辞職に関する諸問

題について

会 派 名 人数 役 員 及 び 構 成 員

自 由 民 主 党
千葉市議会議員団 21

幹事長
小 川　 智 之
会計幹事
向 後　 保 雄

松 坂　 吉 則
石 井　 茂 隆
茂 手 木 直 忠
中 野　　 弘
橋 本　　 登

副幹事長
宇留間 又衛門
幹事
宍 倉　 清 藏
小 松 﨑 文 嘉
森　　 茂 樹
米 持　 克 彦
木 村　 正 信
糸 日 谷 義 男

副幹事長
川 村　 博 章
相談役
三 須　 和 夫

中 島　 賢 治
小 梛　 輝 信
石 橋　　 毅
市 原　　 弘
松 戸　 敏 雄

公 明 党
千葉市議会議員団 8

幹事長
川 岸　 俊 洋

酒 井　 伸 二
近 藤 千 鶴 子

副幹事長
黒 宮　　 昇

村 尾 伊 佐 夫
　 田　 幸 一

会計幹事
上村井 真知子

奥 井　 憲 興

民 主 党
千葉市議会議員団 8

幹事長
三 瓶　 輝 枝

富 田　 和 男
布 施　 貴 良

副幹事長
白 鳥　　 誠

今 村　 敏 昭
西 巻　 義 通

会計
山 浦　　 衛

高 橋　 秀 樹

市民ネットワーク 6
幹事長
小 西 由 希 子

山 田　 京 子

副幹事長
常 賀 か づ 子

福 谷　 章 子

会計
湯 浅 美 和 子

長 谷 川 弘 美

日 本 共 産 党
千葉市議会議員団 6

幹事長
福 永　　 洋

佐 々 木 友 樹

相談役幹事
野 本　 信 正

盛 田　 眞 弓

会計幹事
小 関　 寿 幸

中 村　 公 江

新 政 ち ば 3
幹事長
佐 々 木 久 昭

納 元　 政 幸

会計
山 本　 直 史

無 所 属 1 鈴 木　 友 音

在職35年以上特別表彰
糸 日 谷  義 男宍 倉  清 藏

在職30年以上特別表彰

小 川  智 之 　 中 島  賢 治 　 中 村  公 江 　 小 関  寿 幸
在職10年以上一般表彰

7月8日から7月15日まで21人の議員が、市政に関する一般質問を
行いました。主な質問項目は次のとおりです。内容は市議会ホーム
ページの議会中継（録画放映）をご覧ください。

公職選挙法では、議員等による選挙区内での寄附が禁止されています。

また、議員が暑中見舞いや年賀状などのあいさつ状を出すこと（自筆の
答礼は除く）も禁止されています。

市長所信表明（要旨）

このたびの市長選挙におきまして、多くの市
民の皆さま方のご支援を賜り、市民の代表とし
て市役所の運営を任せていただくことになりま
した。この千葉市は大都市の中でも極めて厳し
い財政状況に陥っていることに加えて、政治モ
ラルも大きく信頼が揺らいでいる状態です。こ
の難局を乗り越えるために、市役所と議会と市
民が一丸となって前を向いて、未来の世代に誇
れる千葉市を残していけるよう私自身全力を尽
くしてまいります。

さて、市政を立て直すために私がこれから取
り組んでいかなければならないことは3点あり
ます。

1点目は「市民の市政に対する信頼を取り戻
すこと」です。千葉市の情報公開度は、他市と
比べて透明性が高いとは言えないような状況で
す。様々な市の情報を積極的に外部に公開する
ことによって、透明性の高い、いわゆる「ガラ
ス張り」の市政を作ってまいります。

2点目は「市民目線、現場重視の行政運営に
改めること」です。市役所は役所の論理ではな
く常に市民側の視点に立って市民サービスの向
上に努めていかなければなりません。市民が普
段接する役所は区役所でありますので、区役所
機能の強化というのが何よりも大事だと考え、
市民の声や、現場の声に真摯に耳を傾け、また、
市政運営が市民の血税によって賄われ、報酬を
得ていることを全職員が常に忘れず日々の業務
にあたり、市民満足度がナンバー 1の街だと言

われるような街を目指してまいります。
3点目は「税金の使い方を改め、財政を健

全化すること」です。これからは本当に必要
と将来的にも言えるものにだけ投資をするよ
うにしていかなければなりません。次の世代
が本当に必要なものがあった時に、そのため
に使うお金を残してあげられないような、そ
ういう状況を作らないために、財政健全化を
強力に進めていかなければなりません。真に
市民の人たちが求めている子育てや教育・医
療・介護などの分野に予算を重点的に配分す
るお金の使い方に変えてまいります。

市民の皆さんと一丸となってこの難局を乗
り越え、ともに未来に誇れる千葉市を作るた
め、これをお聞きの全ての皆さまのお力をお
貸し下さいますよう重ねてお願いを申し上げ
まして、私の市長就任にあたっての挨拶とさ
せていただきます。

全国市議会議長会から米持 克彦議員、中島 賢治議員に感謝状が授与され、
5月28日の本会議場において伝達されました。
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傍聴のご案内
本会議、常任委員会、特別委員会は原則公開していますので、どな

たでも傍聴できます。
第２回定例会では延べ652人の方々が傍聴に訪れました。決算を審議
する次の第３回定例会は９月７日（月）に開会する予定です。

受付は、原則として会議開催の30分前から議会棟１階の傍聴受付カ
ウンターで行います。定員は本会議92名（先着順）、委員会各６名（受付
開始時点で定員を超えている場合は抽選）です。

詳しくは、議会事務局議事課（043-245-5468）まで。

本市議会のホームページでは、会議日程や会議結
果、議員名簿、市議会のしくみなどを掲載しています。

また、本会議や予算・決算審査特別委員会の様子
が生中継や録画放映によりご覧になれます。

お仕事などで市議会を傍聴できない方はこちらを
ご覧ください。

千葉市議会ホームページのお知らせ

ホームページアドレス
http://www.city.chiba.jp/shigikai/top.html

常任委員会

委員会審査・調査から

不採択
請願・陳情の結果

●千葉市社会福祉協議会の「居宅介護等事業」
の存続を求める請願

●千葉市内各区における、きめ細かな地域福
祉事業に関する陳情

●子どもルーム事業予算に関する陳情
●子どもルーム指導員適正配置、処遇改善に

関する陳情
●子どもルーム定員の適正化に関する陳情

可決した主な議案

市長などの特別職や一般職の期末・
勤勉手当を減額

第１回臨時会

市議会議員の期末手当を減額

一般会計予算に 62億8,900万円を追加

◦放置自転車追放・誘導指導事業などに
よる雇用創出

◦小中学校などへ地上デジタル放送対応
テレビを整備

◦小中学校校舎耐震補強計画の策定
◦特定の年齢に達した女性に子宮頸が

ん、乳がん検診の無料クーポン券など
を配布

◦ＤＶ被害者への支援金の給付
◦中小企業資金融資預託金の追加など

第２回臨時会

第２回定例会

前年度特別会計の収支不足を補てん

可決した意見書・決議

●細菌性髄膜炎ワクチンの公費による定期予
防接種化を求める意見書

●肝炎対策のための基本法の制定を求める意
見書

●基地交付金の増額等を求める意見書
●女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求め
る意見書

７月６日に開かれ、市長提出議案８件、議員
提出議案１件、請願１件、陳情８件を審査しま
した。
その結果、市長提出議案７件は可決、１件は
継続審査、議員提出議案は否決となりました。

問

答

市長・副市長の給与などの削減について

給与などの削減を市長だけではなく、なぜ
副市長も対象にしたのか。

市政運営全般を担うトップである市長と副
市長が市政運営してきたということから、
まずは率先して市民および職員に明確に財
政再建の姿勢を示すためである。

＜その他の審査内容＞
ＤＶ被害者支援給付金の対象者に対する安全確
保策、中小企業勤労者等支援相談員及び就職支
援キャリアカウンセラー配置による効果、補正
予算による雇用創出人数と他政令市の状況

問

答

国民健康保険料の徴収対策について

国民健康保険料の徴収対策について、平成
20年度はどのようなことを実施したのか。

口座振込の加入促進のため、口座振替申込
書を新規の国民健康保険加入の方や口座支
払いでない世帯へ配布を実施した。また、
納付機会の拡充のためにコンビニ収納を実
施している。さらに失業や生活困窮により
納付が困難な世帯に対して、生活状況を確
認して保険料の軽減、減免を行ってきた。

＜その他の審査内容＞
女性特有のがん検診受診率の向上に向けた取り
組み、精神障害者生活支援配置事業の継続性に
ついて、金親調整池の設置による浸水解消状況

問

答

放置自転車追放・誘導指導員の雇用について

国の緊急雇用創出事業に基づいて、就業機
会の創出を図るために事業を実施するとの
ことだが、雇用方法、雇用された方の総収
入は。
午後の時間帯の買い物客などによる放置自
転車の追放・誘導を行うため、指導員を雇
用する。業務委託を受注した会社がハロー
ワークなどを通じて雇用する予定で、総収
入は、雇用期間が４ヵ月の場合で 39万円
程度になると想定している。

問

答

地上デジタル放送対応テレビなどの整備による
学習効果について

小中学校などに地上デジタル放送対応テレ
ビや電子黒板を整備することで、学習効果
はどのように向上するのか。

デジタル教材の利用などにより子ども達の
興味や関心が高まり、わかりやすい授業が
できる。また、集中力が増し、思考力や判
断力が高まることや、学習意欲の向上など
の教育的効果が期待される。

＜その他の審査内容＞
経営安定資金の融資を受ける主な企業の業種、
小中学校校舎などの校舎耐震補強計画の策定に
ついて

問

答

蘇我副都心臨海地区の建築物の制限について

今回、建築条例の適用範囲となるC２ゾー
ンについて、なぜ高さの制限を設けないのか。
蘇我副都心の中心部となるエリアで、高度
利用をイメージしていること、当面、住宅
建設の具体的な予定もないことから、高さ
制限は設けていない。

民間の状況や人事委員会の意見を踏ま
え、暫定的に６月に支給する期末・勤勉手
当を引き下げました。

鶴岡市長の退職の申し出について同意し
ました。

厳しい財政環境にある本市の状況を踏ま
え、暫定的に６月に支給する期末手当を引
き下げました。

補正予算の主なものは次のとおりです。

平成20年度の国民健康保険特別会計に、
保険料の減収などより、収支不足が生じた
ことから、平成21年度の歳入を注繰上充用

（18億4,900万円）したことを承認しました。

議員提出議案として第２回臨時会で決議１件、
第２回定例会で意見書４件を審議し、可決しま
した。可決した意見書は、国会および関係行政
機関などに提出しました。ホームページに全文
を掲載しています。

特別職
2.125 月分 → 1.925 月分 ( △ 0.2 月 )
一般職
2.15 月分 → 1.95 月分 ( △ 0.2 月 )

2.125 月分 → 1.925 月分 ( △ 0.2 月 )

蘇我副都心 C2 ゾーンの航空写真

注　繰上充用：会計年度が経過した後、歳入が歳出に対して不足となった場合、翌年度の歳入を繰り上げて、その不足分に充てること

保健下水委員会

●可燃ゴミ等回収の有料化事業に関する陳情
環境建設委員会

●準学校法人　千葉朝鮮学園への公金支出に
関する陳情

経済教育委員会

●北朝鮮による核実験の実施に厳重抗議する
決議

＜第２回臨時会＞

＜第２回定例会＞

経済教育委員会（議案４件、陳情１件）

都市消防委員会 ( 議案１件 )

保健下水委員会 (議案４件、請願１件、陳情４件 )

環境建設委員会 (議案１件、陳情１件 )

総務委員会（議案２件、陳情２件）
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